
1969年生まれ、1994年静岡大学 大学院 工学研究科 光電機械工学専攻 修士課程修了、
1994年日産自動車㈱、2000年１月九州工業大学 情報工学部 助手、2005年九州工業大
学 情報工学部 学内講師、2007年静岡大学 准教授

“光電子融合デバイスの研究、FPGA応用の研究”
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　これまで、家電製品、パソコン等は大規模集積回路（VLSI）内にあるトランジ
スタのサイズを小さくすることで急激に進歩してきました。しかし、近年、大規模
集積回路のトランジスタのサイズが原子サイズに近づいてきており、急速に進歩し
てきた大規模集積回路技術の先行きが不透明になってきています。そこで本研究室
では大規模集積回路技術に光技術を融合することで処理性能を飛躍的に高めること
ができる新概念の光電子融合デバイス、光再構成型ゲートアレイの研究を進めてい
ます。この光再構成型ゲートアレイはホログラムメモリ、レーザアレイ、ゲートア
レイVLSIから構成されます。既存のFPGA（Field Programmable Gate Array）に
近い機能を持ちますが、ナノ秒台で動的にゲートアレイ上の回路を切り換えること
ができ、既存のFPGAよりも高い性能で大規模な回路を実装することができます。
将来、プロセッサ上のソフトウエア処理がFPGA上に実装され高速化される時代が
来ると考えており、その時代を支えるデバイスになることを目指し、研究を進めて
いきます。

　パソコンにはプロセッサやメモリなどの大規模集積回路とDVDやblu-rayといった光ディスクドライブが実装
されています。また、インターネット通信には光ファイバーが広く用いられています。このように、既に大規模
集積回路、光技術はそれぞれの得意とする分野で幅広く使用されていますが、我々はそれらをより細部で融合さ
せ、性能向上を果たしたいと思っています。現在、この光電子融合デバイス分野の研究は世界で我々のみが推進
しています。日本発の新技術として、日本、そして世界に貢献していきたいと考えています。また、先行研究と
は別にFPGAにソフトウエアアルゴリズムを実装して高速化する研究も進めています。数年後に使用される技術
から実用化までに年月がかかる研究まで幅広く行ない、日本の産業界に貢献していきたいと考えています。
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